
　「ぐんまの風景を魅せる公共サイン」とは群馬県の魅力を
高めるために、どのようなサインを、どこに、どうやって設
置するのかを、ちょっとした工夫をもって考え、設置したも
のをいいます。
　本ガイドラインでは、その設置にあたってのヒントとなる
情報を取りまとめています。

●公共サインは、屋外広告物条例では特例として禁止地域において
　も掲出が可能であるため、景観に大きな影響を及ぼします。

●公共サインは所管が各自治体や多部署により独自に掲出されるた
　め、表示内容やデザイン、配置に一貫性や統一性がありません。

●住民や来訪者など利用者側から見てわかりづらいものや、表示内
　容の意図が不明なものが、掲出されており、さらに外国人に向け
　た対応も必要とされています。

●立て看板等の仮設サインは、長年さまざまな場所で無秩序に設置
　され 、さらに管理が不十分で老朽化したものが現場に放置される
　ことで、周辺の美観を乱す要因ともなっており、安全性の問題も
　指摘されています。

本ガイドラインは、公共サインが景観保全に配慮し、わかりやすい
情報を安全に提供するための手法や考え方を示すものです。

景観保全と視認性に配慮した
設置や形状統一の考え方

表示面の基本ルール（色彩、
文字、ピクトグラム、外国語
表記等）の考え方

掲出計画や維持管理計画、素
材選定の考え方

設置計画１ 2 3情報計画
（ソフト） （ハード）

プロダクト計画

景観に配慮し　わかりやすい情報を　安全に提供する

「どこに」 「何を」 「どのように」

「ぐんまの風景を魅せる公共サイン」ガイドライン概要
み

　公共サインは、国、都道府県、市町村等が設置する公共的
内容のサインであり、案内誘導や説明サイン、規制を知らせ
るサイン、注意喚起、マナー、道徳、啓発サインなど様々な
ものがあります。

道路交通標識

防災サイン

対応マニュアル

案内標識

警戒標識

規制標識

車両系 道路標識 本標識

防災サインシステム

本ガイドライン適用範囲外

道路標識設置基準

群馬県公共サイン
ガイドライン

※デザインマニュアルの
　あるものは適用除外

指示標識

補助標識

公共サインの種類

①、②適用除外

公共施設道路

適用範囲

駅施設

④適用
　除外

③適用除外

公共サインの種類 本ガイドラインの目的

本ガイドラインの構成

本ガイドラインの適用範囲

公共サインとは

はじめに

公共サインの課題

群馬県の公共サイン　３つのポイント

県・市町村、公共的団体（※）が設置する公共サインを適用範囲とし、以下のものについては
適用除外とします。
①道路管理者が設置する標識令および道路標識設置基準に規定されたサイン。
②既にサインマニュアルのあるもの。
③駅などの民間事業者の設置するサイン。
④公共施設の建物内のサイン。
※公共的団体とは国、地方公共団体が関与する団体をいいます。

都市サイン 記名サイン

誘導サイン

規制サイン

解説サイン

ウェルカム
サイン

催物サイン

祝賀サイン

常設

常設

常設

常設

常設

掲示サイン 常設

常設

仮設

仮設

仮設常設啓発サイン

広報サイン

案内サイン

通路の分岐点等に設置して、目的
地の方向や距離情報を示します。

地図等のエリア全体の情報を示し、
目的地の位置や行き方を伝えます。

エリアや施設の入口などに設置し
て、目的地であることを示します。

移動や利用にあたっての禁止や
注意事項の情報を示します。

自治体境界や観光エリアの導入部
に設置して、エリア名称とPR文を
示します。

公共イベントのPRや日程、誘導
情報を示します。

公共イベントのPR情報や公共関連
の告知情報を掲示します。

公共の祝賀情報を示します。

交通安全、道徳啓発、マナー、
スローガン等の情報を示します。

写真・イラスト・文章により場所
の由来や説明情報を示します。

■景観保全に配慮した設置計画、デザインが必要

■計画的にルールを設定して不特定多数の人にわか
　りやすく伝えることが必要

■掲出期間やメンテナンスについて計画性をもち、
　安全や美観に配慮する姿勢が必要

1-1 公共サインとは
1-2 公共サインの課題と本ガイドラインの目的
1-4 公共サインの種類
・常設サイン
・仮設サイン
1-5 公共サイン設置のフロー
1-6 自治体間の整備の連携

1章
総論

3章
種類別ガイドライン
（参考資料）

2章
共通ガイドライン

2-1 設置計画
・景観を阻害しない設置
・美観に配慮した設定
・交通の安全に配慮した設置
・歩行者の安全に配慮

2-2 情報計画
・読みやすくわかりやすい書体の選択
・視認距離にあった文字の設定
・ピクトグラムを利用する
・多言語表記に対応する
・景観に配慮した色彩の選定
・読みやすい色彩の組み合わせ
・色彩選択で注意すべきこと

2-3 プロダクト計画
・本体の維持管理
・表示情報の維持管理
・周辺環境の維持管理
・耐久性・耐候性の高い素材選定
・公共サインの点検について

3-1 公共サイン種類別の考え方
3-2 都市サイン
・都市サインのポイント
・案内地図の高さ設定
・多様な情報ツールとの連携（クロスメディア）
3-3 ウェルカムサイン
3-4 広報サイン
・啓発サインのポイント
・催物サインのポイント
・祝賀サインのポイント


